
小中高校の社会科と大学の科目との関連―生成 AI に聞く 

 

質問 

学校の社会科という科目に関しての質問です。何を目的とした科目なのでしょうか。

具体的には 大学や社会に出てから必要な能力や態度との結び付きをどのように考

えているのでしょうか（質問１）。 大学にある科目、法学、経済学、歴史学、社会学、

心理学などとの関連や接続はありますか（質問２）。 

ChatGPT:の回答 

いいご質問です。学校教育における「社会科」という科目は、単なる知識の暗記科目

ではなく、民主社会を生きる市民の育成を目指して設計されてきたものです。質問１・

２に分けて整理します。 

 

質問１：社会科の目的と、大学や社会に出てから必要な

能力・態度との結びつき 

① 社会科の基本目的 

• 戦後日本の社会科は、アメリカの「ソーシャル・スタディーズ」を参照して導入さ

れたもので、「民主的市民の育成」を根幹目的としています。 

• 単なる社会の知識伝達（地理・歴史・公民）ではなく、社会的課題を自ら考え、

判断し、行動する資質・能力を育むことが狙いです。 

② 社会に出てから必要な能力・態度との接続 

• 批判的思考力：社会の出来事を多面的に考え、情報を吟味する力 

• 公共心・倫理観：他者との関係や社会全体の利益を考える姿勢 

• 課題解決能力：地域や国際的な課題に取り組むときの調査・分析・判断の力 

• コミュニケーション能力：多様な立場の人と協議・合意形成を図る力 

• 社会参加意欲：投票や地域活動、仕事の中で社会に貢献しようとする態度 

これらは大学での学び（リサーチ、議論、論文執筆）や社会人としての活動（職業上の

判断、合意形成、責任ある行動）に直結する能力です。 



 

質問２：大学科目（法学、経済学、歴史学、社会学、心理

学など）との関連・接続 

社会科は小中高の基礎科目であり、大学での専門学問への「入り口」や「総合化の基

盤」としての役割を持っています。 

• 法学：憲法や人権、政治制度の学習を通して、法の支配や社会規範の基礎を

理解する。 

• 経済学：市場の仕組み、財政・金融、国際経済を学ぶ前段階として、需要供給

や税制、公的サービスの仕組みを知る。 

• 歴史学：人類史や日本史を通して歴史的思考を養い、資料をもとに過去と現

在を関連づける基礎。 

• 社会学：社会集団や文化、多様性の理解につながり、現代社会の構造を捉え

る土台となる。 

• 心理学：人間理解や認知・行動に関する視点を知ることで、社会的行動や人

間関係の理解に接続する。 

つまり、社会科は「法学・経済学・歴史学・社会学・心理学などの専門学問に直結する

知識を与える」というよりも、それらを総合的に学ぶための「素地（思考枠組み・社会

的関心）」を育てる科目といえます。 

 

   まとめると 

• 質問１：社会科は「民主的市民の育成」を目的とし、批判的思考・公共心・課題

解決力・社会参加の態度を養う → 大学や社会人生活に直結する。 

• 質問２：社会科は、法学・経済学・歴史学・社会学・心理学などの専門学問を

結びつける「総合的な入口」として機能し、それらを学ぶ基礎的関心や枠組み

を育む。 

 



ご希望なら、「研究論文用にまとめられる比較表」や「教育学的な文献の整理」も作れ

ますが、そこまで展開した方がよいですか？ 

質問３ 比較表と文献をお願いします。 

ChatGPT:の回答 

以下に 比較表（研究論文用フォーマット） と、参照できる 文献リスト を整理しまし

た。 

 

      比較表：学校社会科と大学・社会での学びとの接続 

観点 学校社会科（小・中・高） 大学での学問領域との接続 
社会に出てから

の活用 

目的 

民主的市民の育成（社会の

課題を理解し、解決に参画

する態度を育成） 

各専門分野での体系的理解

（法学・経済学・歴史学・社会

学・心理学） 

公共心、責任ある

行動、市民参加 

知識 
歴史・地理・公民などを総

合的に学ぶ基礎知識 

法制度、経済理論、歴史学

的手法、社会構造分析、人

間理解など 

社会制度や文化

背景を理解し、判

断の基盤に 

思考

力 

多面的・多角的に考える

「社会的思考力」 

専門的思考（法的推論、経済

分析、歴史的批判、社会学

的視点、心理的解釈） 

課題解決力、意

思決定力、情報

の吟味 

態度・

価値

観 

公共心、民主主義の尊重、

他者理解、多様性の尊重 

学問的探究心、批判的態

度、倫理観 

合意形成能力、

社会参画意欲 

方法 
調査学習、資料分析、討

論・発表 

実証研究、理論研究、演習・

実験、フィールドワーク 

問題発見と調査、

対話による協働 

出口 
社会に関心を持ち、自ら考

え行動する市民 

各分野の専門家・研究者、実

務家 

社会人としての判

断力、公共的役

割の遂行 
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     この比較表を基に論文に書くときには、 

• 「社会科は専門学問への橋渡しとしての性格」 

• 「市民的資質を育成する点で大学・社会と直結している」 

という二重の役割を強調すると整理しやすいと思います。 

 


